
地球システムと人間活動の間にある未知の因果関係を見出すために、JAMSTEC の膨大なデータを連携し高効的に処理する数理的解析手法を開発し
ます。見出された因果関係を基に、社会の様々なニーズに適合した情報を創生することで、政策課題の解決や社会経済システムの発展に貢献します。
データを連携し効率的に処理する取組を国内外の研究機関と共有することで、より高度で有用な情報の創生を目指します。

海洋デジタルツインとは、海洋の現状と将来を
示す計算機の中の海洋です。様々な観測データ
と高度なシミュレーションを融合することで構
築され、地球システムの「因果関係」を探る
ツールともなります。

令和5年5月に仙台で行われたG7科学技術大臣会
合や、同会合下の「海洋の未来イニシアティ
ブ」において、海洋に関する付加価値の高い予
測情報を生成・共有するために、観測とシミュ
レーションの強化が議論されています。我が国
も、海洋デジタルツインの研究開発の加速が求
められています。

付加価値情報創生部門は、アジアのハブとなる
ことを目指し、台風・高潮の極端現象や海洋生
物の多様性に関わる海洋デジタルツインの研究
開発を目指しています。極端現象と海洋生物多様性の海洋デジタルツイン

公的機関・企業等

NAMR
数値解析リポジトリ

気候不順予測
作物収量予測
海洋生態系俯瞰
ダウンスケール

AI

4DVE
四次元仮想地球

気象・海洋
作物

水文・水質
海洋生物化学

ES4 DA/DIAS

デジタルツインのイメージ

VAi
付加価値情報創成

VAi
付加価値情報創成

異種生物データの統合化
・異種データの統合解析
空間整備

・海洋モデルデータとの
統合解析

WeRiseの貢献：国際農研
等が開発，季節予報を使う
天水稲作向け意思決定
システム

生物多様性条約   2030年
目標等や、気候変動適応
策策定のIPBES・IPCCへ
貢献

JJJJJJJJJJAAAAAAMMMMMMMMSSSSSTTTTTTTTSTSSTS EETET C2023付加価値情報創生部門

堀 宗朗
部門長
付加価値情報創生部門

極端現象 海洋生物多様性
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